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［写真：自分たちで育てたアイで藍染めに挑戦する油日小学校児童（関連記事は１１ページ）］



年間収支５００万円の家計に置き換えてみると…

項　目 内　容 金　額

総務費 地域情報化基盤整備事業や地
域コミュニティに 67,978円

民生費 高齢者や子ども、障がい者の福祉に 109,793円
衛生費 健康で衛生的な生活環境の推進に 39,888円
農林水産業費 農業や林業の振興に 18,724円
土木費 道路や公園などの公共施設の整備に 34,071円
消防費 消防団の運営、災害対策に 18,036円

教育費 学校教育の充実、文化・スポー
ツの振興に 37,064円

公債費 市が借りたお金の返済に 45,655円
その他 商工業の振興、議会の運営経費など 12,724円

平成
25年度

甲
賀
市
決
算

　
平
成
25
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
甲
賀
市
総
合
計
画
」
を
実
現
す
る
た
め
、
４
つ
の
重
点
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
市
民
の
皆
様
に

生
涯
を
通
じ
て
生
活
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
「
生
活
感
幸
」
予
算
と
し
て
編
成
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
執
行
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一 般 会 計特 別 会 計 市の基本となる会計市が特定の事業を行うための会計

歳入決算額　３６８億９，６５５万円

歳出決算額　３５７億６，４８８万円

預金
（積立金）
12万円

預金
（積立金）
12万円

預金
（積立金）
12万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・
維持補修）
62万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・
維持補修）
62万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・
維持補修）
62万円

医療費や
教育費
（扶助費）
63万円

医療費や
教育費
（扶助費）
63万円

医療費や
教育費
（扶助費）
63万円
親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

72万円

親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

72万円

親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

72万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
63万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
63万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
63万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
60万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
60万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
60万円

光熱水費
（物件費）
86万円

光熱水費
（物件費）
86万円

光熱水費
（物件費）
86万円

食費
（人件費）
82万円

食費
（人件費）
82万円

食費
（人件費）
82万円

預金
（積立金）
12万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・
維持補修）
62万円

医療費や
教育費
（扶助費）
63万円
親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

72万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
63万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
60万円

光熱水費
（物件費）
86万円

食費
（人件費）
82万円

支出

市債
41億5,289万円

11%

地方交付税
82億3,598万円

22%

国庫支出金
31億8,224万円

9%

県支出金
23億1,205万円

6%

県支出金
23億1,205万円

6%

県支出金
23億1,205万円

6%

地方譲与税等
19億3,490万円

6%

市税
135億3,902万円

37%

その他
35億3,947万円

9%
市債

41億5,289万円
11%

地方交付税
82億3,598万円

22%

国庫支出金
31億8,224万円

9%

県支出金
23億1,205万円

6%

地方譲与税等
19億3,490万円

6%

市税
135億3,902万円

37%

その他
35億3,947万円

9%

その他
11億8529万円

3%

その他
11億8529万円

3%

その他
11億8529万円

3% 総務費
63億3,239万円

18%

総務費
63億3,239万円

18%

総務費
63億3,239万円

18%

民生費
102億2,766万円

28%

民生費
102億2,766万円

28%

民生費
102億2,766万円

28%
衛生費

37億1,571万円
10%

衛生費
37億1,571万円

10%

衛生費
37億1,571万円

10%農林水産業費
17億4,422万円

5%

農林水産業費
17億4,422万円

5%

農林水産業費
17億4,422万円

5%

土木費
31億7,387万円

9%

土木費
31億7,387万円

9%

土木費
31億7,387万円

9%

教育費
34億5,266万円

10%

教育費
34億5,266万円

10%

教育費
34億5,266万円

10%
消防費

16億8,014万円
5%

消防費
16億8,014万円

5%

消防費
16億8,014万円

5%

公債費
42億5,294万円

12%

公債費
42億5,294万円

12%

公債費
42億5,294万円

12%

その他
11億8529万円

3% 総務費
63億3,239万円

18%

民生費
102億2,766万円

28%
衛生費

37億1,571万円
10%農林水産業費

17億4,422万円
5%

土木費
31億7,387万円

9%

教育費
34億5,266万円

10%
消防費

16億8,014万円
5%

公債費
42億5,294万円

12%

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

101万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

101万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

101万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
56万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
56万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
56万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

31万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

31万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

31万円

財布残金
（繰越金）
14万円

財布残金
（繰越金）
14万円

財布残金
（繰越金）
14万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
4万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
4万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
4万円

給料（うち基本給）
（市税）
183万円

給料（うち基本給）
（市税）
183万円

給料（うち基本給）
（市税）
183万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
111万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
111万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
111万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

101万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
56万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

31万円

財布残金
（繰越金）
14万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
4万円

給料（うち基本給）
（市税）
183万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
111万円

収入

　食費や光熱水費はできるだけ節約して、
医療費や教育費のほか家の増改築や預金な
ど家族の生活や将来にとって必要な経費な
どに大きく割いています。

　１年間の収入では、給料（２94万円）が全
体の５９％を占めています。そのほか親から
の仕送り（１01万円）や金融機関からの借り
入れ（５６万円）などでやりくりしています。

介護保険や後期高齢者医療、生活扶助、保育園費な
どの民生費の支出が一番多くなっています。

市民１人あたりの市税負担額

市民１人あたりに支出したお金

46,107円

383,933円

※市税（個人市民税）の収入（42億9,503万円）を
平成26年3月31日現在の人口（9３,１５４人）で
割って計算しました。

■　自主財源　　１７０億７，８４９万円　　４６％
■　依存財源　　１９８億１，８０６万円　　５４％

※その他は、分担金・負担金、使用料・手数料、
寄附金など

※その他は、議会費、労働費、商工費、災害復旧費
の合計

歳入決算額 歳出決算額
25年度
Ａ

24年度
Ｂ

前年度比
Ａ／Ｂ（％）

25年度
Ａ

24年度
Ｂ

前年度比
Ａ／Ｂ（％）

特
別
会
計

国民健康保険 96億3,184万円 92億9,860万円 104 86億6,607万円 83億9,902万円 103
後期高齢者医療 16億8,397万円 16億5,118万円 102 16億7,037万円 16億2,027万円 103
介護保険 56億1,529万円 53億8,883万円 104 55億   978万円 53億2,539万円 103
公共下水道事業 33億4,590万円 30億2,363万円 111 32億8,019万円 29億7,114万円 110
農業集落排水事業 7億6,279万円 9億7,839万円 78 7億4,016万円 9億6,710万円 77
土地取得事業 613万円 588万円 104 410万円 446万円 92
野洲川基幹水利施設管理事業 1,990万円 2,044万円 97 1,989万円 2,043万円 97
鉄道経営安定対策基金 − 3億1,126万円 皆減 − 3億1,127万円 皆減
鉄道施設整備基金 − 2億8,007万円 皆減 − 2億8,007万円 皆減
浄化槽管理事業 2億5,580万円 2億9,349万円 87 2億2,327万円 2億1,498万円 104

小　�　計 213億2,162万円 212億5,177万円 100 201億1,383万円 201億1,413万円 100

企
業
会
計

病院事業
収益的収支 7億9,992万円 7億5,542万円 106 8億3,092万円 8億3,626万円 99
資本的収支 2,984万円 3,000万円 99 5,567万円 7,155万円 78

水道事業
収益的収支 27億8,920万円 28億7,029万円 97 25億1,308万円 25億5,608万円 98
資本的収支 6億9,226万円 5億2,800万円 131 13億6,262万円 13億3,967万円 102

診療所事業
収益的収支 2億1,876万円 2億   412万円 107 1億9,900万円 1億9,477万円 102
資本的収支 0 326万円 皆減 548万円 871万円 63

介護老人
保健施設事業

収益的収支 3億1,602万円 3億   777万円 103 2億9,119万円 2億9,618万円 98
資本的収支 0 0 - 119万円 0 皆増

小　�　計 48億4,600万円 46億9,886万円 103 52億5,915万円 53億   322万円 99
合　　　　計 261億6,762万円 259億5,063万円 101 253億7,298万円 254億1,735万円 100

※鉄道経営安定対策基金特別会計と鉄道施設整備基金特別会計については、一般会計で新たに甲賀市鉄道施設基金を設置したため、
平成２４年度で廃止しました。

誰もが「倖
しあわ

せ」を実感できる理想郷へ
� 甲賀市長　中嶋武嗣
　平成２５年度は、市民の皆様に生涯を通じて生活に幸せを感じていただける
「生活感幸」予算と位置づけ、安心安全や子育て、福祉、雇用拡大など４つの
重点テーマを設け、住みやすいまちづくりに取り組みました。
　また、平成２５年９月の台風第１８号による記録的な大雨で被害を受けた道路
や河川、信楽高原鐵道の復旧にもスピード感を持って対応しました。
　その結果、一般会計の決算額としては２年連続して３５０億円を超える規模となりましたが、市債（市の
借入金）は返す以上に借りないことと併せ、コスト意識の徹底を基本姿勢にし、各種の財政指標は着実に
健全化の方向へ向けることができています。
　将来への負担をできるだけ軽くさせながら、私たちの故郷甲賀市が発展を続けていけるよう独自の施策も
含め、さらなる創意と工夫が求められます。本格的な少子高齢、人口減少の時代を迎えています。また、
回復軌道に乗りきれない景気のなかで、行政の課題は制度の変更に加え、ますます複雑で多様化しています。
　皆様からお預かりした貴重な税を１円たりとも無駄にせず、市民生活の理想の姿である「生まれてよし」
「生きてきてよし」「住んでよし」の実現をめざした施策の展開にしっかり取り組み、誰もが「倖せ」を
実感できる理想郷に近づけるよう全力を傾けてまいります。

2平成 26年 10月15日3 平成 26年 10月15日



平
成
25
年
度
　

甲
賀
市
決
算

甲
賀
市
総
合
計
画
を
も
と
に
、
平
成
25
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業
を
重
点
テ
ー
マ
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（
繰
越
事
業
含
む
）

元
気
と
安
心
、�

み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

●
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

７
２
５
万
円

　
「
け
が
や
事
故
等
は
偶
然
の
結
果
で
は
な

く
予
防
で
き
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
世

界
基
準
の
取
り
組
み
で
あ
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
に
あ
た
り
、
平
成
25
年
度
は
外

傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
や
テ
ー
マ
別
対

策
委
員
会
を
設
置
し
、
重
点
課
題
や
取
組
プ

ラ
ン
を
検
討
し
ま
し
た
。

●
地
域
情
報
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
13
億
４
，０
９
５
万
円

　
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
市
独
自
の
地
域
情
報
基
盤
を
整
備
し
、

初
期
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
平
成
25
年

度
は
、
全
戸
を
対
象
に
音
声
放
送
端
末
機
を

約
８
，７
０
０
件
設
置
し
ま
し
た
（
累
計
約

１
１
，０
０
０
件
）。
ま
た
、
個
別
訪
問
な
ど

に
よ
り
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

●
市
庁
舎
整
備
事
業

５
，３
８
２
万
円

　
建
物
の
耐
震
性
や
老
朽
化
な
ど
の
課
題
を

解
消
す
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
市
庁
舎

を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
議
会
で
の
議
論
を
ふ

ま
え
「
甲
賀
市
役
所
庁
舎
整
備
基
本
設
計
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
建
設
工
事
を
発
注
す
る

た
め
の
「
実
施
設
計
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲新庁舎完成予想図

●
水
口
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
３
億
７
，７
３
６
万
円

　

水
口
北
部
地
域
に
お
い
て
、
地
域
住
民

が
交
流
で
き
る
場
所
の
確
保
と
災
害
時
の
避

難
、
収
容
場
所
と
し
て
の
施
設
整
備
を
実
施

し
ま
し
た
。

●
小
中
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
事
業

２
億
８
，１
２
２
万
円

　
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
施
設
の
耐
震
補

強
や
老
朽
し
た
施
設
の
大
規
模
改
造
を
行
い

ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
は
、
甲
南
第
二
小
学
校
屋
内

運
動
場
と
甲
南
中
学
校
校
舎
の
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
今
後
実
施
予
定
の
多
羅
尾

小
学
校
屋
内
運
動
場
と
土
山
中
学
校
屋
内
運

動
場
の
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業

１
，５
２
０
万
円

　
医
療
を
受
け
る
機
会
が
多
い
障
が
い
者
の

健
康
を
守
り
、
安
心
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級

を
所
持
す
る
方
へ
の
医
療
費
助
成
に
加
え
、

３
級
を
所
持
す
る
方
に
対
し
、
医
療
費
の一部

を
助
成
し
ま
し
た
。

●
障
が
い
児
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
事
業

（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
設
置
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
９
８
万
円

　
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
が
、
放
課
後
や

長
期
休
暇
中
に
過
ご
せ
る
場
と
し
て
、
旧
貴

生
川
児
童
ク
ラ
ブ
の
改
修
工
事
（
ト
イ
レ
の

改
修
や
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
）
を
行
い
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
平
成
26
年

２
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
び
と
育
ち
、�

き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

７
，９
４
９
万
円

　
保
護
者
が
労
働
等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
子
育
て
支
援
と
し

て
開
設
し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
う

ち
、
施
設
の
老
朽
化
と
待
機
児
童
の
解
消
を

図
る
た
め
、
水
口
、
綾
野
児
童
ク
ラ
ブ
を
新

築
移
転
し
、
定
員
を
増
や
し
ま
し
た
。

●
一
時
預
か
り
保
育
事
業

１
，１
０
３
万
円

　

保
護
者
の
育
児
疲
れ
や
育
児
不
安
解
消
、

ま
た
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
の
未
然
防
止
を

図
る
た
め
、
従
来
の
一
時
預
か
り
保
育
事
業

に
加
え
、
生
後
６
カ
月
か
ら
１
歳
６
カ
月
ま

で
の
間
に
使
用
で
き
る
無
料
利
用
券
を
配
布

し
、
水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
新
た
に

土
山
、
甲
賀
西
、
甲
南
東
、
信
楽
の
各
保
育

園
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
い
じ
め
を
な
く
す
集
団
づ
く
り
事
業

１
１
６
万
円

　
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
づ
く
り
、
学
級

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
た
め
の
教
職

員
対
象
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た

小
学
校
の
児
童
会
、
中
学
校
の
生
徒
会
活

動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
い
じ
め

を
な
く
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

し
た
。

創
造
と
交
流
、�

進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

●
緊
急
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
，９
８
４
万
円

　
雇
用
機
会
の
拡
大
や
技
術
の
伝
承
に
つ
な

げ
る
た
め
、
景
気
低
迷
期
の
地
域
経
済
活
性

化
対
策
と
し
て
、
市
内
業
者
に
よ
り
行
わ
れ

た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
て
施
工
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

●
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
創
設
・
発
信
事
業

６
９
９
万
円

　
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
新

た
に
18
点
を
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
し
、

情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
案

内
所
の
開
設
や
名
物
料
理
の
開
発
に
取
り
組

み
、
国
内
外
の
観
光
客
を
獲
得
す
る
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
商
談
会
へ
の
出
展
を
行

い
ま
し
た
。

●
都
市
農
村
交
流
事
業　１億

４
，０
０
７
万
円

　
都
市
と
農
村
の
交
流
促
進
の
た
め
整
備
し

た
「
か
も
し
か
荘
」
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
忍
者
の
里
こ
う
か
で
田
舎
体
験
」

と
し
て
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
都
市
部
か
ら
の

中
学
生
の
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ
る
と
と
も

に
、
田
舎
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
食
事
体
験
の

メ
ニ
ュ
ー
整
備
な
ど
受
入
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

▲都市農村交流事業の受入家庭で料理体験
をする学生

魅
力
の
伝
承
、�

誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

●
あ
い
こ
う
か
岡
山
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

１
，６
４
９
万
円

　
地
形
測
量
や
遺
構
確
認
発
掘
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
城
の
構
造
を
解
明
し
、

国
史
跡
指
定
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
城
跡
を

自
然
公
園
と
し
て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
散

策
道
や
森
林
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
信
楽
高
原
鐵
道
施
設
保
守
・
管
理
業
務
委
託

１
億　
６
６
３
万
円

　
第
三
種
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
市
が
保
有
す

る
鉄
道
施
設
の
維
持
管
理
を
信
楽
高
原
鐵
道

に
委
託
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
保
守
に
よ
る

列
車
運
行
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
台
風
第
18
号
豪
雨
で
被
災
し
た
こ
と
に

伴
う
運
休
期
間
中
の
代
替
輸
送
手
段
と
し

て
、
代
行
バ
ス
の
運
行
を
委
託
し
、
信
楽
・

貴
生
川
間
の
交
通
手
段
を
確
保
し
ま
し
た
。

協
働
事
業

●
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
た
次
の
６
つ
の
事
業
を
優
先
的

に
予
算
化
し
て
推
進
し
ま
し
た
。

○
こ
こ
あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
ふ
れ
あ
い
農
園
事
業

○
不
登
校
児
童
、
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
事
業

○
市
民
農
園
開
放
等
に
よ
る
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り

○
市
の
花
「
サ
サ
ユ
リ
」
の
咲
き
ほ
こ
る
街
づ
く
り

○
今
郷
歴
史
街
道
整
備
事
業

○
自
然
豊
か
な
里
山
で
大
人
と
小
学
生
が

い
っ
し
ょ
に
体
験
す
る
楽
し
い
里
山
活
動

特
別
会
計
・
企
業
会
計
で�

実
施
し
た
事
業

●
岩
室
浄
水
場
施
設
築
造
事
業

１
億
２
，６
１
７
万
円

　
岩
室
水
源
の
水
質
を
安
定
的
に
確
保
す
る

た
め
、
紫
外
線
処
理
設
備
を
備
え
る
と
と
も

に
、
県
用
水
を
新
た
に
受
水
す
る
浄
水
場
に

改
築
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
こ

の
施
設
か
ら
甲
南
町
寺
庄
地
域
ま
で
の
送
水

管
路
を
整
備
し
、
寺
庄
地
域
の
水
源
不
足
の

解
消
を
め
ざ
し
ま
す
。

▲水質の安定確保のため設備が拡充された
岩室浄水場

●
公
共
下
水
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
５
億
５
，２
７
８
万
円

　
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
水
域
の

保
全
の
た
め
、
水
口
町
山
地
区
、
新
城
地
区
、

甲
南
町
池
田
地
区
、
希
望
ケ
丘
地
区
等
の
下

水
道
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

希
望
ケ
丘
地
区
及
び
つ
つ
じ
が
丘
地
区
に
つ

い
て
は
全
区
域
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
完

了
し
ま
し
た
。

一
部
事
務
組
合
で
実
施
し
た
事
業

●
衛
生
セ
ン
タ
ー
設
備
の
改
修

　
　
　
　
　
　
　
２
億
５
，７
３
８
万
円

　
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
た
、
ご
み
処
理
施

設
の
基
幹
設
備
「
白
煙
防
止
用
空
気
予
熱
器

設
備
」
を
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
３
カ
年
事

業
で
、
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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健全化判断比率および資金不足比率
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成２５年度決算に基づく甲賀市の健全化判断比率
及び資金不足比率を公表します。

財政健全化について
　地方公共団体の財政を適正に運営することを目的として、
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行され
ています。健全化判断比率及び資金不足比率が一定の基準
値を超えた場合、改善が必要な状態とみなされ、財政健全化
計画を策定することなどが義務付けられます。
　算定の結果、各比率は基準値を下回るとともに、算定開始
以来、改善傾向を持続しています。
　しかし、税収が伸び悩む中、高齢化の進展や経済情勢の
悪化などにより社会保障関係の経費は年々増加してきており、
また、下水道を中心とする公営企業債の返済は依然として高
い水準で推移することが見込まれます。
　今後も限られた財源を効果的に活用するとともに、一層の
財政の健全化に向けた取り組みを進めていきます。

○健全化判断比率のうちいずれかが早期健全
化基準以上の場合

　・財政健全化計画を策定
　・外部監査要求の義務付け　など
○健全化判断比率のうち①～③が財政再生基
準以上の場合

　・財政再生計画を策定
　・外部監査要求の義務付け
　・地方債の制限　など
○資金不足比率が経営健全化基準以上の場合
　・経営健全化計画の策定
　・外部監査要求の義務付け　など

健全化判断比率

資金不足比率

①実質赤字比率…一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合を示すものです。

②連結実質赤字比率… 全会計を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度
合を示すものです。

③実質公債費比率… 借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す
もので、市の収入を借入金の返済にあてる割合が小さいほど数値は小さくなり、健全である
といえます。

④将来負担比率… 一般会計等の借入金（地方債）や支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、
将来、財政を圧迫する可能性の度合を示すもので、借入金残高などの負担が少ないほど数値は
小さくなり、健全であるといえます。

　… 公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の
度合を示すものです。

　　◆ 全ての公営企業会計（病院・水道・診療所・介護老人保健施設・公共下水道・農業集落排水）で資金不足は生じていません。
経営健全化基準…20.0％

早期健全化基準 財政再生基準
平成25年度 ―　（※赤字額なし） 12.11  20.00 

参考 平成24年度 ―　（※赤字額なし） 12.13  20.00 
平成23年度 ―　（※赤字額なし） 12.15  20.00 

早期健全化基準 財政再生基準
平成25年度 ―　（※赤字額なし） 17.11  30.00 

参考 平成24年度 ―　（※赤字額なし） 17.13  30.00 
平成23年度 ―　（※赤字額なし） 17.15  30.00 

早期健全化基準 財政再生基準
平成25年度 11.8  25.0 35.0

参考 平成24年度 13.1  25.0 35.0
平成23年度 14.8  25.0 35.0

早期健全化基準 財政再生基準
平成25年度 66.0  350.0 

参考 平成24年度 69.2 350.0 
平成23年度 80.5 350.0 

◆ H19決算の算定開始以来、一般会計等の実質収支額は黒字を維持していることから、実質赤字比率は算定されていません。

◆ H19決算の算定開始以来、全会計の実質収支額は黒字を維持していることから、連結実質赤字比率は算定されていません。

◆ 金利の高い市債の繰上償還や、新規発行する市債を国からの地方交付税措置の手厚い事業に絞る方針を継続したことによ
り、元利償還金が減少し、実質公債費比率は１１．８％となり、前年度から１．３ポイント改善しました。

◆ 公営企業における市債残高が減少したことなどにより、将来負担比率は６６.0％となり前年度から３．２ポイント改善しました。

　

平
成
25
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
お
よ

び
各
特
別
会
計
決
算
、
基
金
の
運
用
状

況
、
公
営
企
業
会
計
決
算
、
財
政
健
全

化
及
び
経
営
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い

て
、
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
決
算
書

お
よ
び
付
属
書
類
等
は
、
い
ず
れ
も
関
係

法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
計
数
も
正
確
で
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
般
会
計
の
実
質
収
支
額

は
６
億
３
千
万
円
余
の
黒
字
で
あ

り
、
特
別
会
計
全
体
の
実
質
収
支
額
は

11
億
９
千
万
円
余
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
会
計
決
算
で
は
、

当
年
度
純
損
失
２
千
６
百
万
円
余
と

な
っ
て
お
り
、
診
療
所
事
業
会
計
お
よ

び
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
の
決

算
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
千
９
百
万
円
余
、

２
千
４
百
万
円
余
の
純
利
益
と
な
っ
て
い

ま
す
。
水
道
事
業
会
計
決
算
で
は
、
当

年
度
純
利
益
が
２
億
３
千
万
円
余
と
な

り
、
結
果
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

は
９
千
９
百
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
で
は
、

各
会
計
の
実
質
収
支
額
が
黒
字
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
赤
字
比
率
お

平
成
25
年
度�

決
算
審
査
報
告

�

監
査
委
員　
山や
ま
本も
と
哲て
つ
雄お　
的ま
と
場ば

計か
ず
利と
し

よ
び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ

ず
、
実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び
将
来
負

担
比
率
は
、
い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
減
少

す
る
な
ど
、
４
指
標
と
も
総
務
省
が
示
す

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
良
好
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
の
読
め
な
い
景
気

動
向
の
中
に
あ
っ
て
、
本
市
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
く
う
え
で
、
今
後
も
よ
り一層

の
財
政
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
の
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
市
税
収
入
を
は
じ
め
と
し

た
財
源
の
確
保
に
積
極
的
に
努
め
ら
れ
る

と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
を
着

実
に
継
続
し
、
将
来
的
に
持
続
可
能
な

財
政
基
盤
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
25
年
度
決
算
審
査
に
お

け
る
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

問い合わせ

監
査
委
員
事
務
局

☎
６
５‐０
６
５
６
／

６
３‐４
５
７
７

平成26年
第５回甲賀市議会定例会

　第５回甲賀市議会定例会が９月２日から30日までの期
間で開催されました。
　市が提案し、審議、可決された主な議題は次のとお
りです。

●委員の推薦（敬称略）
　　人権擁護委員　　 八

はち

里
り

　良
よし

子
こ

�
村
むら

木
き

　すみ子
こ

●平成25年度決算
　２～６ページに掲載

●条例の制定
・甲賀市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例
・甲賀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例
・甲賀市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例
・甲賀市税条例等の一部を改正する条例の制定
・甲賀市福祉医療費助成条例及び甲賀市福祉事務
所条例の一部を改正する条例
・甲賀市営住宅条例の一部を改正する条例
・甲賀市公民館条例の一部を改正する条例

●平成26年度補正予算
・平成26年度甲賀市一般会計補正予算（第３号）
・平成26年度甲賀市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）
・平成26年度甲賀市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）
・平成26年度甲賀市介護保険特別会計補正予算（第１
号）
・平成26年度甲賀市公共下水道事業特別会計補正
予算（第１号）
・平成26年度甲賀市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第１号）
・平成26年度甲賀市土地取得事業特別会計補正予算
（第１号）
・平成26年度甲賀市病院事業会計補正予算（第１号）

●財産の取得
・甲賀市消防団消防ポンプ自動車購入
・甲賀市消防団消防積載車購入

●契約の変更締結
信楽高原鐵道信楽線18号災害杣川橋梁外本復旧工事

（単位：％）
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地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

協働のまちづくりにむけて

すいか deコミュニケーション
　８月には、ブラジルや韓国、ペルーなど様々
な国の子どもた
ち５０人が、日
本の夏の風物
詩「すいか割り」
を楽しみ、交流
を深めました。

　
９
月
25
日
、
大
原
小
学
校
５
年
生
の
児

童
34
人
が
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習
の一環
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

も
地
元
の
方
に
提
供
い
た
だ
い
た
水
田
で
、

「
環
境
こ
だ
わ
り
米
」
や
「
鎌
の
使
い
方
」

の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
春
に
植
え
た
稲

を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
前
日
の
雨
で
、
足
元
は
ぬ
か
る
ん
で
い

ま
し
た
が
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
稲

刈
り
を
行
い
、
刈
り
取
っ
た
稲
は
、
８
株

ず
つ
束
ね
、
藁
で
結
ん
で
い
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
く
く
る
の
が
難
し
い
」

と
か
、「
腰
が
痛
い
」
な
ど
の
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
２
学
期
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
ご
飯
を
炊
き
、
学

習
成
果
の
発
表
を
す
る
予
定
で
す
。

　
希
望
ヶ
丘
学
区
自
治
振
興
会
本
町
分
会
並
び
に
希
望
ヶ
丘
本
町
自
治
会

で
は
、
防
災
活
動
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
か
ら
自
治
会
と
自
治
振
興
会
と
の
共

催
と
し
て
お
り
、
毎
年
１
０
０
人
規
模
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
も
、
来
た
る
11
月
9
日
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
防
災
に
関
す
る
先
進
地
視
察
研
修
も
毎
年
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
昨
年
度
に
つ
い
て
は
、
自
治
振
興
交
付
金
を
活
用
し
て
防
災
倉
庫

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
備
蓄
品
に
つ
い
て
も
充
実
し
て
い
き
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
感

を
持
っ
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

「
防
災
講
座
」と「
総
合
防
災
訓
練
」

●
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会
で
は
、今
年
も「
防

災
講
座
」
を
９
月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
防
災
講
座
で
好
評
だ
っ
た
「
た

か
し
ま
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
“
な
ま
ず
”」
の
方
々
を
講
師
に

迎
え
、「
い
ざ
と
い
う
時
サ
バ
イ
バ
ル
」
と

題
し
、
新
聞
紙
で
で
き
る
避
難
生
活
に
役

立
つ
も
の
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
防

災
や
減
災
の
こ
と
を
漫
才
や
歌
で
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
を
踏
ま
え
て
、
次
は
11
月
末

頃
に
柏
木
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害
に

備
え
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
・
減
災

意
識
が
高
ま
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

防災活動に取り組んでいます
●希望ヶ丘地域市民センター

11月９日開催　「天平の地ふれ
あい市場＆フリーマーケット」

　
雲
井
自
治
振
興
会
で
は
、
今
年
も
「
ふ
れ
あ
い
市
場
」
を
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
雲
井
地
域
５
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
地
元
で
採
れ
た

新
鮮
野
菜
や
各
種
加
工
品
の
販
売
な
ど
数
多
く
の
模
擬
店
が
出

店
さ
れ
ま
す
。
ま
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
雲
井
小
学
校
の
児

童
が
、
職
業
体
験
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
「
子

ど
も
シ
ョッ
プ
（
駄
菓
子
屋
さ
ん
）」
も
開
店
し
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
大
盛
況
と
な
る
よ

う
、
準
備
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
ふ
れ
あ
い
市
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
市
場

　
◆
日
時
／
11
月
９
日（
日
）10
時
～
15
時

　
◆
会
場
／
黄
瀬
交
流
館
「
さ
ら
ら
」
の
駐
車
場

稲
刈
り
を
体
験

●
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲防災講座の様子

●雲井地域市民センター

▲昨年の「ふれあい市場」の様子

▶
稲
刈
り
を
体
験
す
る
大
原

小
学
校
児
童

▶
昨
年
度
設
置
し
た
防
災
倉
庫

●
会
期
／�

平
成
27
年
２
月
28
日（
土
）～
３
月
８
日（
日
）

●
場
所
／�

【
書
、
工
芸
･
立
体
部
門
】
あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル

　
【
平
面
、
写
真
部
門
】
碧
水
ホ
ー
ル

●
応
募
資
格
／
甲
賀
市
・
湖
南
市
内
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
方（
中
学
生
以

下
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

●
応
募
部
門
お
よ
び
作
品
規
格
／

1�

平
面（
洋
画
・
日
本
画
・
版
画
等
）�

　
キ
ャ
ン
バ
ス
サ
イ
ズ
が
20
号（
72
．7
c
m

×
50
c
m
）以
上
、
50
号（
1
1
6
．6
c
m

×
1
1
6
．6
c
m
）以
内
。�

　
日
本
画
、
水
墨
画
、
切
り
絵
等
も
こ
れ

に
準
ず
る
。
た
だ
し
、
版
画
は
下
限
を
設

け
な
い
。
展
示
で
き
る
よ
う
に
額
装
な
ど

の
配
慮
を
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ガ
ラ
ス

は
入
れ
な
い
。
展
示
用
の
つ
り
紐
を
付
け

る
こ
と
。

2�

工
芸
･
立
体（
工
芸
･
彫
刻
･
立
体
造
形
等
）�

工
芸
：
平
面
は
縦
、
横
が
そ
れ
ぞ
れ
2
．

2
ｍ
以
内（
外
装
を
含
む
）。
立
体
作
品
は

重
さ
40
ｋｇ
以
内
、
縦
･
横
･
高
さ
の
合

計
が
2
．4
ｍ
以
内
。
ま
た
、
そ
の
一
辺
が

1
．5ｍ
以
内
。
壁
面
展
示
の
作
品
は
展
示

用
の
つ
り
紐
を
付
け
る
こ
と
。�

立
体（
彫
刻
・
立
体
造
形
等
）：
縦
、
横
、

高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
２ｍ
以
内
。
重
量
は
手

動
可
能
な
範
囲
で
、
展
示
上
危
険
で
な
い

も
の
。

3
書

　

作
品
は
半
切（
36
c
m
×
1
3
6
c
m
）

以
上
、
16
平
方
尺
以
内
。
た
だ
し
、
一
辺

第
10
回

甲
賀
市
美
術
展
覧
会
作
品
募
集

が
2
．4
ｍ
以
内
。
額
装
に
限
る
。
篆
刻
、

刻
字
作
品
に
つ
い
て
も
、　
規
定
枠
内
と
す

る
。
作
品
の
釈
文
を
添
え
て
申
し
込
む
こ

と（
形
式
は
自
由
）。
い
ず
れ
も
展
示
し
や

す
い
形
態
で
あ
る
こ
と
。

4�

写
真�

　
フ
イ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

に
よ
る
作
品（
自
家
出
力
プ
リ
ン
ト
も
可
）

と
す
る
。
単
写
真
は
、
半
切
・
A
3
ノ
ビ

以
上
。
組
写
真
は
、
１
点
が
半
切
・
A
3

ノ
ビ
以
上
で
、
全
体
の
サ
イ
ズ
は
1
×
2
．

2
ｍ
以
内
と
し
、
作
品
を
一
体
化
し
て
は

ず
れ
な
い
よ
う
に
し
て
出
品
す
る
こ
と
。

作
品
は
額
装（
ガ
ラ
ス
・
ア
ク
リ
ル
板
は
入

れ
な
い
）ま
た
は
パ
ネ
ル
張
り
と
し
、
展
示

用
の
つ
り
紐
を
付
け
る
こ
と
。

●
出
品
点
数
／

　
一
人
に
つ
き
平
面
、
工
芸
･
立
体
、
書
部

門
は
１
点
、
写
真
部
門
は
２
点
以
内
。

●
出
品
料
／
作
品
１
点
に
つ
き
５
０
０
円

※
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
学
生
、
18

歳
以
下
の
方
は
無
料

●
搬
入
日
／�

平
成
27
年
2
月
22
日（
日
）9
時

～
17
時（
時
間
厳
守
）

●
搬
入
場
所
／

　

書
、
工
芸
･
立
体
部
門
：
あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル

　
平
面
、
写
真
部
門
：
碧
水
ホ
ー
ル

申込・問い合わせ

甲
賀
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局
：

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
文
化
振
興
係

（
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
内
）

☎
６
２‐２
６
２
６
／

６
２‐２
６
２
５

　年齢や国籍を問わず、人々が自然に交流し合える地
域づくりを目指して、みんなの居場所「ひだまり」（水
口町城内）を拠点に活動をしています。楽しいイベン
トなどを通じて、人々の交流を深め、歴史ある鹿深の
地域で私たちと一緒に楽しみながらつながりを広げま
せんか。

○今後の主な活動予定
　・１０月末～１１月初旬／映画deコミュニケーション
　・１２月／国際交流フェスタに参加
　・１月／おもちdeコミュニケーション

みんなdeコミュニケーション！！
鹿深deござれ！

　市では、市民活動団体と協力し、課題の解決をめざす「市民協働事業提案制度」を実施しており、現在
９団体と事業を進めています。平成２６年度に採択された事業の一部を紹介します。

問
い
合
わ
せ

鹿深 de ござれ !
Ｅメール gozare2013@gmail.com
地域コミュニティ推進室　交流推進係
☎６５‐０６０４／ ６３‐４５５４
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▲木づちで叩く「たたき染め」に挑戦する児童

中学生が職場体験

甲賀中学校

　９月２９日から５日間、甲賀中学校の２年生が、
地域の福祉施設や量販店など３５の事業所で職場
体験学習を行いました。
　この学習は、働くことの厳しさや喜びを体験し、
将来の生き方について考えるきっかけとなるよう、
市内全ての中学校で実施されています。
　合成繊維や不織布の製造を行う住江テクノ株式
会社では、同校２人が製品の品質検査を担当し、
サンプルの重量測定など様々な試験を行いま
した。
　生徒は、「手順を少しでも間違えると正しい数
値が出ない」と、指導者に聞きながらやり直し、
真剣に取り組んでいました。

インドネシアで環境教育に取り組む

青年海外協力隊　橘
たちばな

 美
み

佳
か

さん

　国際協力機構の青年海外協力隊としてインドネ
シアに派遣される水口町の橘美佳さんが９月１９
日、出発を前に市役所を表敬訪問しました。
　橘さんは、平成２８年までの２年間、同国のパ
レンバン市環境事務所に配属され、生ごみの堆
肥化やごみの分別指導などに取り組まれます。
　小学生の頃からの目標だったという派遣に「自
然の大切さを伝え、地元の方と二人三脚でできる
ことから取り組んでいきたい」と抱負を述べ、正
木副市長は、「現地で学んだことを生かして帰国
後も活躍してほしい」と激励しました。

▲均等になるよう生地を切り分ける親子

植物の不思議を実感

油日小学校藍染め体験

　油日小学校で９月３０日、３年生児童３７人が自
分たちで育てたアイの葉を使って藍染めに挑戦
し、薬草について知識を深めました。
　同校では、今年の６月に薬草園を開設し、アイ
をはじめ４種の薬草を栽培して学習しています。
今回は、神戸薬科大学や塩野義製薬から講師を
招き、ハンカチに木づちで叩いて生葉の形を生か
した模様を染める「たたき染め」や、しぼり汁で「つ
け染め」を行いました。
　水にさらすときれいな藍色に染まったハンカチ
に児童は歓声を上げ、植物の不思議を実感して
いました。

▲品質検査の手順を教わる生徒

▲抱負を述べる橘さん

▲水口会場に到着したスポーツカー

甲
賀
市
か
ら
元
気
を
発
信

甲
賀
市
市
制
施
行
１０
周
年
記
念
市
民
協
賛
事
業

平
成
２６
年
度
特
別
巡
回　

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

　

特
別
巡
回
「
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」

が
９
月
28
日
、
甲
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
地

域
の
皆
さ
ん
は
じ
め
１
５
０
０
人
を
超
え
る
多
く
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
生
放
送
さ
れ
る
と
あ
っ
て
会
場
に

緊
張
感
が
漂
う
中
、
講
師
に
な
ら
っ
て
身
体
を
す
み

ず
み
ま
で
動
か
し
、
元
気
な
掛
け
声
を
全
国
に
発
信

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
が
、
手
裏
剣
や
タ
ヌ
キ

の
腹
鼓
の
動
き
を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
を

紹
介
し
、
参
加
者
は
、
楽
し
み
な
が
ら
気
持
ち
の
良

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

親
子
で“
挽
き
た
て・
打
ち
た
て・
茹
で
た
て
”に
舌
鼓

遊
学
舎　

そ
ば
打
ち
体
験

　
信
楽
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
愛
パ
ー
ク
で
９
月
28

日
、
親
子
15
人
が
信
楽
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
て
そ
ば

打
ち
を
体
験
し
、
茹
で
た
て
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
を
対
象
に
信
楽
中
央
公
民
館
が
行
う
も

の
づ
く
り
教
室
「
遊
学
舎
」
の
３
回
目
で
、
同
法
人

の
会
員
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
生
地
を
練
り
上
げ
た
後
、
均
等
に
伸
ば
し
て
切
り

分
け
る
ま
で
を
グ
ル
ー
プ
で
行
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
り
励
ま
し
た
り
と
力
を
合
わ
せ
て
そ
ば
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
コ
シ
が
あ
っ
て
美
味
し
い
」
と
格
別

な
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

往
年
の
名
車
　
フ
ァ
ン
を
魅
了

甲
賀
市
市
制
施
行
１０
周
年
記
念
市
民
提
案
事
業

「
Ｌレ

イ

ク

Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｂビ

ワ

Ｉ
Ｗ
Ａ　

Ｒラ

リ

ー

ａ
ｌ
ｌ
ｙ
」

　
長
浜
市
か
ら
甲
賀
市
ま
で
を
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

な
ど
約
40
台
が
走
るclassic car & super car

「
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ　
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ　
Ｒａ
ｌ
ｌｙ
」が
９
月
21
日
、

開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
「
鹿
深

ふ
る
さ
と
元
気
隊
」
が
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
水
口
町
の
日
立
建
機

テ
ィ
エ
ラ
駐
車
場
で
は
、
走
行
タ
イ
ム
の
正
確
性
を

競
う
競
技
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
名
車
の
展
示
や
水
口
岡
山
城
の
バ
ル
ー
ン
、

グ
ル
メ
カ
ー
な
ど
も
用
意
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲全国へ生放送された甲南グラウンドでのラジオ体操

10平成 26年 10月15日11 平成 26年 10月15日



情報のまど
information

催 

し 
event

優
秀
映
画
鑑
賞
会

　
近
代
日
本
の
光
と
影
を
情
感
豊
か
な
リ
ア

リ
ズ
ム
で
描
い
た
今
井
正
監
督
を
特
集
。

＊＊＊
日
時
・
上
映
作
品
／
10
月
25
日（
土
）10
時
～

青
い
山
脈（
１
９
４
９
年
）／
13
時
30
分
～
真

昼
の
暗
黒（
１
９
５
６
年
）／
16
時
～
ま
た
逢

う
日
ま
で（
１
９
５
０
年
）、10
月
26
日（
日
）10

時
～
純
愛
物
語（
１
９
５
７
年
）／
13
時
～
ま

た
逢
う
日
ま
で
／
15
時
10
分
～
真
昼
の
暗
黒

＊＊＊
会
場
／
碧
水
ホ
ー
ル

＊＊＊
入
場
料
／
１
回
券
５
０
０
円�

　
　
　
　
１
回
券
２
枚
セ
ッ
ト
８
０
０
円

※
１
回
券
１
枚
に
て
１
作
品
有
効
、
各
回
入

替
制
、
全
席
自
由

問
／
碧
水
ホ
ー
ル（
月
曜
休
館
）

☎
６
３

－

２
０
０
６　

６
３

－

０
７
５
２

�

☆
夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）☆�

「
ペ
ガ
ス
ス
の
四
辺
形
を
さ
が
そ
う
」

＊＊＊
日
時
／
10
月
25
日（
土
）19
時
30
分
～
21
時
30
分

＊＊＊
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

＊＊＊
内
容
／
天
体
の
お
話
、
火
星
・
天
王
星
な
ど
の
観
望

＊＊＊
申
込
締
切
／
10
月
24
日（
金
）

＊＊＊
定
員
／
先
着
20
人

※
天
候
・
人
数
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８

－
４
１
０
０　

８
８

－

５
０
５
５

�

第
39
回
宇
川
会
館　
文
化
祭
・
前
夜
祭

テ
ー
マ「
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
私
た
ち
の
手
で
」

【
前
夜
祭
】

＊＊＊
日
時
／
11
月
１
日（
土
）17
時
～

＊＊＊
内
容
／
和
太
鼓
演
奏
、
解
放
創
作
劇
、
合

奏
、
手
話
に
よ
る
合
奏
、
展
示
な
ど

【
文
化
祭
】

＊＊＊
日
時
／
11
月
２
日（
日
）10
時
～

＊＊＊
内
容
／
各
学
習
会
発
表
、
模
擬
店
な
ど

＊＊＊
会
場
／
宇
川
会
館

問
／
宇
川
会
館

☎
・

６
２

－

４
１
０
９

�

第
34
回
か
え
で
文
化
祭

＊＊＊
日
時
／
11
月
15
日（
土
）9
時
30
分
～
15
時

（
展
示
の
み
）、
16
日（
日
）9
時
30
分
～
15

時（
発
表
・
展
示
・
模
擬
店
）

※
模
擬
店
は
10
時
30
分
～
完
売
ま
で

＊＊＊
場
所
／
か
え
で
会
館

＊＊＊
内
容
／
会
館
教
室
作
品
、
生
花
、
写
真
な
ど
の
作

品
展
示
、
甲
南
北
保
育
園
児
の
発
表
、
舞
踊　
ほ
か

問
／
か
え
で
会
館

☎
８
６

－

４
３
６
３　

８
６

－

４
９
５
８

�

第
24
回
滋
賀
県
高
齢
者
大
会
i
n
甲
賀

＊＊＊
日
時
／
10
月
31
日（
金
）10
時
～
16
時

＊＊＊
場
所
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ
・
甲
南
公
民
館

＊＊＊
内
容
／
記
念
講
演
：「
上
方
芸
能
」
代
表
、

元
立
命
館
大
学
教
授　
木
津
川　
計
さ
ん�

テ
ー
マ
「
生
き
甲
斐
の
こ
れ
か
ら
」�

11月6日に開催されます障がい者就職面接会の参加事業所が決まりました。
■対象者
◦市内で就職を希望する障がいのある方
◦障がいのある方で平成２７年３月に大学（院）、短期大学、高等専門学校等を卒業予定の学生（卒業後３年以内を含む）
※障害者手帳、ハローワークカードをお持ちください　※入退場自由・申込不要・参加無料

※変更が生じる可能性があります。詳しくは市ホームページでご確認ください。

問
い
合
わ
せ

商工政策課　労政係
☎６５-０７１０／ ６３-４０８７

No. 事業所名 就業地 職種
1 三桜工業㈱滋賀事業所 甲南町杉谷 245 工場内整理
2 日新薬品工業㈱ 甲賀町田堵野 80-1 環境整備等
3 ㈱日立建機ティエラ 水口町笹が丘 1-2 事務
4 ㈱びわこホーム 水口町山 3938-41 営業事務
5 大原薬品工業㈱ 甲賀町鳥居野 121-15 生産管理
6 甲賀市役所 水口町水口 6053 事務

男性

男性の差は
9.9歳

女性の差は
14.3歳

100

80 80.6 86.7
70.7 72.4

60

40

20
0

平均寿命
平均寿命と健康寿命の差（滋賀県）

健康寿命

女性
（平成22年　厚生労働省調べ）

（歳）

適度な運動で健康寿命をのばしましょう
　「健康寿命」とは「平均寿命」とは異なり、日常生活
が制限されることなく生活できる期間として厚生労働省
が発表している数値です。
　2010年の国民生活基礎調査を基にした調査結果に
よると、滋賀県の女性の「健康寿命」は72.4歳で、な
んと全国最下位でした。「平均寿命」が86.7歳（全国12
位）ですから、その差14.3歳の期間は日常生活に何らか
の制限がある期間ということになります。
　元気なうちから健康でいきいきと暮らせるように皆さ
んも生活習慣を見直してみませんか。少しの時間でも
大丈夫、毎日続けることが大切なのです。
　ラジオ体操やストレッチ、散歩など自分の生活の一部
にぜひ運動やスポーツを取り入れてみてください。

ふれあいゆるスポフェスティバルを開催
体力測定、健康チェック、ニュースポーツ体験ほか
◆日時／11月16日（日）　9時30分～
◆場所／土山体育館　※入場無料、申込不要

問
い
合
わ
せ

文化スポーツ振興課
☎８６-８０２３／ ８６-８３８０

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

市
内
最
高
齢
植
村
さ
ん�

長
寿
お
祝
い

　
市
で
は
、
毎
年
９
月
の
敬
老
月
間
に
合
わ

せ
80
歳
以
上
の
方
に
敬
老
祝
金
を
、
ま
た
88

歳
、
99
歳
、
市
内
最
高
齢
者
の
方
に
記
念
品

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
14
日
に
は
、
市
内
最
高
齢
者
で
あ
る

植
村
ミ
サ
ヲ
さ
ん
が
入
所
し
て
い
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
せ
せ
ら
ぎ
苑
を
中
嶋
市
長
が

訪
れ
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
１
０
８
歳
を
迎
え
ら
れ
た
植
村
さ
ん
は
、
明

治
38
年
11
月
７
日
、
福
島
県
で
お
生
ま
れ
に

な
り
、
現
在
も
健
康
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
握
手
を
交
わ
し
な
が
ら
「
ず
っ
と
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
声
を
か
け
る
市
長
に
、

植
村
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で
答

え
ら
れ
ま
し
た
。

▲中嶋市長から記念の花を受け取る植村さん

日時／１１月６日（木）１３時～１５時３０分
　　　  （受付１２時３０分）
場所／碧水ホール

甲 賀 市 障 が い 者
就 職 面 接 会 を開催

～
張
り
の
あ
る
日
常
を
ど
う
つ
く
る
～�

医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
に
つ
い
て
の
分

科
会　
ほ
か

＊＊＊
参
加
費
／
無
料

問
／
第
24
回
滋
賀
県
高
齢
者
大
会
実
行
委
員
会

☎
・

8
8

－

5
1
1
2

�

第
22
回
さ
わ
ら
び
ま
つ
り

＊＊＊
開
催
日
／
11
月
８
日（
土
）10
時
～
15
時（
雨

天
の
場
合
は
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
の
み
開
催
）

＊＊＊
場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊＊＊
内
容
／
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
抽
選

会
、
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー　

�

１
回
目
10
時
30
分
～　
２
回
目
13
時
～

問
／
さ
わ
ら
び
作
業
所

☎
６
２

－

４
６
９
６　

６
２

－

９
６
５
６

�

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
秋
季
企
画
展�

受
け
継
が
れ
る
宿
場
の
祭�

―
ド
ン
ド
ヒ
ブ
の
音
と
と
も
に
―

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
水
口
曳
山
祭
。
そ
の

内
容
や
歴
史
を
ひ
も
解
き
、
祭
の
魅
力
を
お

伝
え
し
ま
す
。

＊＊＊
日
時
／
10
月
18
日（
土
）～
12
月
7
日（
日
）

＊＊＊
開
館
時
間
／
10
時
～
17
時

＊＊＊
休
館
日
／
木
・
金
曜
日

＊＊＊
場
所
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

＊＊＊
入
館
料
／
大
人
１
５
０
円
、
小
・
中
学
生

80
円　
※
毎
週
土
曜
日
は
市
内
小
・
中
学

生
と
そ
の
同
伴
者
は
無
料

問
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
２

－

７
１
４
１　

６
３

－

４
７
３
７

�

に
ん
く
る
土
曜
塾�

「
お
い
も
だ
ん
ご
つ
く
り
」

＊＊＊
日
時
／
11
月
８
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

＊＊＊
場
所
／
に
ん
く
る
児
童
館

＊＊＊
対
象
／
市
内
の
小
学
生

＊＊＊
定
員
／
先
着
10
人

＊＊＊
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

タ
オ
ル
、
お
茶
、
材
料
費
１
５
０
円

＊＊＊
申
込
締
切
／
11
月
５
日（
水
）

問・申
／
に
ん
く
る
児
童
館（
相
模
教
育
集
会
所
）

☎
８
８

－

５
６
９
２　

８
８

－

５
６
９
６

�

２
０
１
５
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー�

管
弦
楽
団
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

＊＊＊
日
時
／
1
月
18
日（
日
）15
時
開
演

＊＊＊
会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

＊＊＊
出
演
／
指
揮　
藤
岡
幸
夫
、
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏

　
西
川
茉
利
奈
、
ピ
ア
ノ
独
奏　
西
村
静
香

＊＊＊
曲
目
／
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー　

バ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
一
番
ほ
か

＊＊＊
入
場
料
／
一
般　
Ａ
席
３
，５
０
０
円
、
Ｂ

席
３
，０
０
０
円　
青
少
年（
25
歳
以
下
）Ａ

席
２
，０
０
０
円
、
Ｂ
席
１
，５
０
０
円

※
前
売
・
当
日
同
一
料
金
、
全
席
指
定
、
未

就
学
児
入
場
不
可

＊＊＊
前
売
開
始
日
／
10
月
19
日（
日
）10
時
～

＊＊＊
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
水
口
く
ら
し
の
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト（
Ｌ

コ
ー
ド
5
1
6
4
4
）ほ
か

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル（
月
曜
休
館
）

☎
６
２

－

２
６
２
６　

６
２

－

２
６
２
５

�
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情報のまど
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情報のまど
information

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
感
謝
祭

＊＊＊
日
時
／
11
月
１
日（
土
）10
時
～
15
時

＊＊＊
場
所
／
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
場
内（
甲

賀
町
神
６
４
５
）

＊＊＊
内
容
／
似
顔
絵
イ
ベ
ン
ト（
受
付
９
時
30
分

～　
先
着
30
人
）、
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
制
作
と

打
ち
上
げ（
受
付
９
時
30
分
～
11
時　
先
着

30
人
）、炊
き
込
み
ご
は
ん・豚
汁
無
料　
ほ
か 

　

詳
し
く
は
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.shiga

－kj.com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／（
公
財
）滋
賀
県
環
境
事
業
公
社

☎
８
８

－

９
１
９
１　

８
８

－

６
３
２
２

募 

集 
recruitm

ent

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
受
講
者
募
集

＊＊＊
日
時
／
11
月
22
日（
土
）９
時
～
12
時（
受

付
開
始
８
時
30
分
）

＊＊＊
場
所
／
甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
忍
の
里
プ
ラ
ラ

＊＊＊
内
容
／
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法

な
ど　
※
参
加
費
無
料

＊＊＊
対
象
／
中
学
生
以
上
の
方

＊＊＊
定
員
／
先
着
30
人
程
度

＊＊＊
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
来
署

＊＊＊
申
込
締
切
／
11
月
15
日（
土
）

問
・
申
／
甲
賀
広
域
行
政
組
合
甲
南
消
防
署
救
急
係

☎
８
６

－

３
１
１
９　

８
６

－

０
７
１
９

�

美
味
し
く
学
ん
で
す
っ
き
り
教
室

＊＊＊
日
時
／
11
月
７
日（
金
）９
時
30
分
～
13
時
30
分

＊＊＊
場
所
／
水
口
保
健
セ
ン
タ
ー

＊＊＊
対
象
／
甲
賀
市
民
で
16
歳
～
64
歳
の
方

＊＊＊
定
員
／
先
着
20
人

＊＊＊
内
容
／
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

手
軽
な
運
動
実
技
「
動
い
て
す
っ
き
り
血
流

改
善
」、
栄
養
の
基
礎
知
識
「
ラ
ン
チ
で
お

い
し
く
学
ぼ
う
」、
手
作
り
昼
食
の
試
食

＊＊＊
持
ち
物
／
参
加
費
５
０
０
円
、
筆
記
用
具
、

電
卓
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装

＊＊＊
申
込
締
切
／
10
月
30
日（
木
）

問
・
申
／
健
康
推
進
課　
健
康
増
進
係

☎
６
５

－

０
７
３
７　

６
３

－

４
５
９
１

�
直
売
所
向
け
栽
培
技
術
等
研
修
会

＊＊＊
日
時
／
10
月
31
日（
金
）13
時
30
分
～
２
時
間
程
度

＊＊＊
場
所
／
J
A
こ
う
か
本
所
３
階　
第
１
研
修
室

＊＊＊
内
容
／
果
樹（
ブ
ド
ウ
・
い
ち
じ
く
な
ど
）

の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
、
新
技
術
の
紹
介

お
よ
び
そ
の
他
果
樹
に
つ
い
て

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

問
／
農
業
振
興
課

☎
6
5

－

0
7
1
2　

6
3

－

4
5
9
2

J
A
こ
う
か　
営
農
指
導
課

☎
6
2

－

0
5
8
8　

6
2

－

9
8
7
8

�

第
39
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭�

「
郷
土
芸
能
部
門
」
プ
レ
大
会
観
覧
者
募
集

　
来
夏
、
高
校
生
最
大
の
文
化
の
祭
典
「
第

39
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
が
滋
賀

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
甲
賀
市
は
「
郷
土
芸

能
部
門
」
会
場
と
な
り
、
こ
の
た
び
、
開
催

を
記
念
し
た
プ
レ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

＊＊＊
日
時
／
10
月
26
日（
日
）13
時
～
16
時�

　
　
　
（
12
時
30
分
開
場
・
受
付
）

＊＊＊
場
所
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

＊＊＊
内
容
／
日
本
各
地
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
祭
囃
子
、

民
謡
、
和
太
鼓
な
ど
を
全
国
の
高
校
生
が
熱
演

＊＊＊
出
場
校
／
水
口
高
等
学
校
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
美

学
院
ほ
か
6
校

＊＊＊
定
員
／
先
着
７
０
０
人

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

問
／
大
会
事
務
局（
水
口
高
等
学
校
）

☎
６
２

－

４
１
０
４　

６
２

－

６
９
６
７

�

創
業
セ
ミ
ナ
ー

＊＊＊
日
時
／
11
月
9
日（
日
）、
16
日（
日
）、
30

日（
日
）10
時
～
17
時

＊＊＊
会
場
／
湖
南
市
商
工
会
館（
湖
南
市
中
央
１

－

１

－

１
）

＊＊＊
対
象
者
／
創
業
希
望
の
方
、
創
業
間
も
な

い
方
、
そ
の
他
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

＊＊＊
受
講
料
／
商
工
会
員　
無
料�

　
　
　
　
非
会
員　
　
５
，０
０
０
円

＊＊＊
定
員
／
30
人

＊＊＊
講
師
／
上う

え
田だ

実み

千ち

代よ

氏（
中
小
企
業
診
断
士
）

問
／
甲
賀
市
商
工
会

☎
６
２

－

１
６
７
６　

６
３

－

１
０
５
２

�
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

＊＊＊
日
時
／
11
月
8
日（
土
）10
時
～
14
時
30
分

＊＊＊
内
容
／ 

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
基
本
姿
勢
や
歩
き
方
を
初
歩
か
ら
学
び

ま
す
。（
コ
ー
ス
：
信
楽
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
～
鶏
鳴
の
滝
の
往
復
約
11
k
m
）

＊＊＊
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
10
歳
以

上
の
方（
た
だ
し
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）、

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る
方

＊＊＊
定
員
／
先
着
20
人

＊＊＊
持
ち
物
／
弁
当
、
雨
が
っ
ぱ
、
参
加
料
３
０
０
円

＊＊＊
申
込
締
切
／
11
月
4
日（
火
）

※
詳
細
は
各
体
育
館
に
設
置
の
案
内
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
８
６

－

８
０
２
３　

８
６

－

８
３
８
０

�

「
健
診（
検
診
）カ
レ
ン
ダ
ー
」
広
告
募
集

＊＊＊
掲
載
場
所
／
平
成
27
年
度
健
診（
検
診
）カ

レ
ン
ダ
ー
で
市
の
指
定
す
る
位
置（
位
置
指

定
は
で
き
ま
せ
ん
）

＊＊＊
発
行
時
期
／
平
成
27
年
3
月
発
行
予
定

＊＊＊
広
告
規
格
／
Ⓐ
縦
50㎜
×
横
55㎜�

＊＊＊
募
集
枠
数
／
最
大
12
枠

＊＊＊
広
告
料
金
／
Ⓐ
２
２
，０
０
０
円（
税
込
み
）�

※
２
枠
合
わ
せ
て
の
利
用
も
可
能（
B
縦
50
㎜
×

横
１
２
０㎜　
４
４
，０
０
０
円
）

＊＊＊
申
込
期
間
／
10
月
15
日（
水
）～
11
月
14
日（
金
）

＊
土
日
祝
日
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

＊＊＊
申
込
方
法
／
申
込
書
・
原
稿
・
納
税
証
明

書
（
市
外
の
申
込
者
に
限
る
）・
誓
約
書
・

役
員
調
書
の
5
点
を
提
出
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
健
康
推
進
課　
健
康
政
策
係

☎
６
５

－
０
７
０
３　

６
３

－

４
５
９
１

お
し
ら
せ notification

2
0
1
4
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
大
会
が
開
催
さ
れ
る
11
月
２
日
は
、
コ
ー
ス

周
辺
道
路
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳

細
は
、
10
月
26
日
の
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

＊＊＊
日
時
／
11
月
２
日（
日
）

＊＊＊
ス
タ
ー
ト
／
【
マ
ラ
ソ
ン
】
女
子
10
時
25

分
／
男
子
10
時
30
分
【
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
】

女
子
10
時
40
分
／
男
子
10
時
45
分

問
／
土
山
体
育
館
内
大
会
事
務
局

☎
６
６

－

０
０
９
１　

６
６

－

１
０
９
１

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
８
６

－

８
０
２
３　

８
６

－

８
３
８
０

�

土
山
文
化
公
園
施
設
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
土
山
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
・
あ
い

の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
・
森
林
ホ
ー
ル
は
、
あ

い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
開
催
の
た
め
、
11
月
２

日（
日
）は
休
館
と
な
り
ま
す
。
図
書
の
貸
出

期
間
の
延
長
や
、
リ
ク
エ
ス
ト
は
市
内
の
他

の
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
／
土
山
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
６

－

１
０
５
６　

６
６

－

１
０
６
７

�

甲
賀
市
視
覚
障
が
い
者
の
集
い�

～
地
域
で
繋
が
り
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た

め
の
交
流
会
～

　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

の
方
な
ど
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、新
し
い

一歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
。

＊＊＊
日
時
／
11
月
15
日（
土
）10
時
～
15
時（
受

付
９
時
30
分
～
）

＊＊＊
場
所
／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

＊＊＊
内
容
／
障
が
い
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
バ
ン
ド
演
奏
「
ラ
ニ
・
ハ
ワ
イ

ア
ン
ズ
」（
視
覚
障
が
い
者
団
体
バ
ン
ド
）、

参
加
者
交
流
会
「
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
お

話
」、
福
祉
機
器
の
展
示・体
験
コ
ー
ナ
ー
、

悩
み
相
談
コ
ー
ナ
ー

問
／
甲
賀
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
８
６

－

３
２
７
５

障
が
い
福
祉
課　
自
立
支
援
係

☎
６
５

－

０
７
０
２　

６
３

－

４
０
８
５

�

草
津
線
複
線
化
促
進
期
成
同
盟
会
事
業�

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

＊＊＊
期
間
／
10
月
18
日（
土
）～
11
月
3
日（
月・祝
）

＊＊＊
実
施
場
所
／
油
日
駅
・
甲
賀
駅
・
寺
庄
駅
・

甲
南
駅
・
貴
生
川
駅
・
三
雲
駅
・
甲
西
駅
・

石
部
駅
・
手
原
駅
・
日
野
駅

※
貸
し
出
し
は
先
着
順
で
、
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
利
用
時
間
等
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
／
滋
賀
県
草
津
線
複
線
化
促
進
期
成
同
盟

会
事
務
局（
県
交
通
政
策
課
）

☎
０
７
７

－

５
２
８

－

３
６
８
４　

０
７
７

－

５
２
８

－

４
８
３
７

公
共
交
通
推
進
室

☎
６
５

－

０
６
７
２　

６
３

－

４
５
５
４

�

ひ
と
り
親
家
庭
ふ
れ
あ
い
交
流
の
つ
ど
い

　
ふ
れ
あ
い
交
流
を
通
じ
て
、
親
睦
を
深
め
、

親
子
で
楽
し
い一日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

＊＊＊
日
時
／
11
月
16
日（
日
）10
時
～
15
時

＊＊＊
場
所
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ

＊＊＊
対
象
／
市
内
の
ひ
と
り
親
の
家
庭（
親
子
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

＊＊＊
内
容
／
室
内
遊
び
、
パ
ー
テ
ィ
、
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

＊＊＊
参
加
費
／
大
人（
中
学
生
以
上
）５
０
０
円
、
子

ど
も（
小
学
生
）３
０
０
円
、
未
就
園
児　
無
料

＊＊＊
申
込
締
切
／
10
月
31
日（
金
）

問
／
こ
ど
も
応
援
課　
児
童
家
庭
支
援
係

☎
６
５

－

０
７
０
５　

６
３

－

４
０
８
５

申
／
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
２

－

８
０
８
５　

６
３

－

２
０
２
１

相
談  

talk

男
女
の
悩
み
ご
と
相
談

　
家
庭
や
職
場
等
で
の
男
女
間
の
様
々
な
悩

み
ご
と
に
応
じ
ま
す
。

＊＊＊
開
催
日
／
11
月
５
日（
水
）・
７
日（
金
）・
10

日（
月
）・
12
日（
水
）・
14
日（
金
）・
17
日（
月
）・

19
日（
水
）・21
日（
金
）・26
日（
水
）・28
日（
金
）

＊＊＊
場
所
／
水
口
庁
舎
１
階　
人
権
推
進
課
内
相
談
室

＊＊＊
時
間
／
９
時
～
16
時

＊＊＊
相
談
方
法
／
電
話
ま
た
は
面
接
相
談（
面

接
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
）

  

相
談
窓
口
／
☎
６
５

－

０
７
５
１

問
／
人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係

☎
６
５

－

０
６
９
４　

６
３

－

４
５
８
２

�

スタンプで素敵な商品プレゼント。詳しくはお店へ。
甲賀ショップチェーン協同組合　☎ ‐
田中酒造、タマオキ、アラカワ化粧品店、丸正呉服店、おしゃ
れの店つじ、川口屋、松阪屋酒店、辻伝ふとん店、増田ふとん店、
島田商店、福永商店、瀬古自動車工業、ミツワ呉服店、小間仙、
山星商会、太田商店、澤忠呉服店、日の出屋、中島朝照堂

10/20

～

11/16
甲賀ショップチェーン
にがおえスタンプラリー

人
権
な
ん
で
も
相
談

　
家
庭
や
地
域
・
職
場
等
の
日
常
生
活
で
の

悩
み
や
心
配
、
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
※
申
込
不
要

＊＊＊
対
応
者
／
人
権
擁
護
委
員（
法
務
大
臣
委
嘱
）

＊＊＊
開
催
日
・
場
所
／

　
11
月
５
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
１
階
活
動
室

　
11
月
10
日（
月
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
談
話
室

　
11
月
13
日（
木
）／�

　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
身
障
研
修
室

　
11
月
14
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
Ｆ

　
11
月
18
日（
火
）／
市
役
所
甲
南
庁
舎
３
階
和
室

＊＊＊
時
間
／
13
時
30
分
～
16
時

問
／
人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係

☎
６
５

－

０
６
９
４　

６
３

－

４
５
８
２

�

14平成 26年 10月15日15 平成 26年 10月15日



登録していただいたメールアドレスに子育支援情報を週１回程度配信しています。
配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

「甲賀子育て応援メール」配信中

　　　　場　所 電　話    F A X    利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター 66-0375 － 月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧 　市内在住の未就園児とその保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、
各担当にお問い合わせください。

11月
問い合わせ先

家庭教育支援事業⇒こども未来課
児童館事業⇒各児童館登録していただいたメールアドレスに子育支援情報を週１回程度配信しています。

配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

「甲賀子育て応援メール」配信中

　　　　場　所 電　話    F A X    利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター 66-0375 － 月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧 　市内在住の未就園児とその保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、
各担当にお問い合わせください。

11月
問い合わせ先

家庭教育支援事業⇒こども未来課
児童館事業⇒各児童館

結
婚
相
談

　
市
が
委
嘱
し
た
結
婚
相
談
員
が
結
婚
を
希
望

さ
れ
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
申
込
不
要

＊＊＊
開
催
日
／
11
月
1
日（
土
）・
15
日（
土
）

＊＊＊
場
所
／
水
口
庁
舎
南
別
館
１
階

＊＊＊
時
間
／
13
時
～
16
時

問
／
農
業
振
興
課

☎
６
５

－

０
７
１
１　

６
３

－

４
５
９
２

�

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
ん
じ
ー
出
張
相
談
会

＊＊＊
日
時
・
場
所
／
11
月
19
日（
水
）受
付
13
時

～
16
時
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階（
予

約
不
要
）

　
ぱ
ん
じ
ー
で
は
、
相
談
員
に
よ
る
相
談（
月

～
金
９
時
～
17
時
）や
専
門
職
に
よ
る
相
談

（
弁
護
士
／
第
２
木
曜
日
、
司
法
書
士
／
第

４
木
曜
日
い
ず
れ
も
13
時
～
16
時
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
／
甲
賀
・
湖
南
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
ん

じ
ー（
甲
南
庁
舎
２
階
）

☎
８
６

－

６
１
６
１　

８
６

－

６
１
９
９

�

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
や
特
殊
法
人
の
業
務
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
申
込
不
要

＊＊＊
対
応
者
／
行
政
相
談
委
員（
総
務
省
委
嘱
）

＊＊＊
開
催
日
・
場
所
／

　
11
月
４
日（
火
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
11
月
５
日（
水
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

　
11
月
13
日（
木
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館（
甲
賀
）

　
11
月
19
日（
水
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

　
11
月
21
日（
金
）／�

　
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー（
甲
南
）

＊＊＊
時
間
／
全
会
場
と
も
13
時
30
分
～
16
時

問
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６　

６
３

－

４
５
８
２
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就
労
相
談

　
就
職
・
転
職
の
た
め
の
情
報
提
供
や
公
共

職
業
安
定
所
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。

※
申
込
不
要

＊＊＊
午
前（
９
時
30
分
～
11
時
30
分
）開
催
日
・
場
所
／

　
11
月
５
・
12
・
19
・
26
日（
水
）／�

　
西
教
育
集
会
所

　
11
月
５
・
12
・
19
・
26
日（
水
）／
梅
田
会
館

　
11
月
６
・
20
日（
木
）／
牛
飼
教
育
集
会
所

　
11
月
６
・
20
日（
木
）／
清
和
会
館

　
11
月
４
・
18
日（
火
）／
宇
川
会
館

　
11
月
４
・
11
・
18
・
25
日（
火
）／
か
え
で
会
館

　
11
月
６
・
20
日（
木
）／
か
え
で
会
館

　
11
月
13
・
27
日（
木
）／
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
11
月
11
日（
火
）／
伴
谷
公
民
館

　
11
月
25
日（
火
）／
柏
木
公
民
館

＊＊＊
午
後（
13
時
30
分
～
15
時
30
分
）開
催
日
・
場
所
／

　
11
月
５
・
19
日（
水
）／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
11
月
５
・
19
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

　
11
月
12
・
26
日（
水
）／
上
野
教
育
集
会
所

　
11
月
14
・
28
日（
金
）／
新
城
教
育
集
会
所

　
11
月
14
・
28
日（
金
）／
大
久
保
教
育
集
会
所

　
11
月
７
・
21
日（
金
）／
相
模
教
育
集
会
所

　
11
月
７
・
21
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

問
・
申
／
商
工
政
策
課

☎
６
５

－

０
７
１
０　

６
３

－

４
０
８
７

＜家庭教育支援事業＞

＜児童館事業＞

こども未来課 問・申☎86-8171／ 86-8380
★親子ふれあい絵本広場
「～おはなし劇場　はじまりはじまり～」
　日時／８日（土）　10：30～11：30
　場所／甲南図書交流館
　対象／おおむね３歳以上の未就学児とその保護者
　定員／30組
★はじめまして親子講座
①「らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんと遊ぼう～」
　日時／５日（水）　10：30～11：30
　場所／甲賀市役所甲南庁舎３F和室
　対象／２カ月～７カ月の乳児親子
　定員／10組（要申込）
②「らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんとストレッチ～」
　日時／26日（水）　10：30～11：30
　場所／かえで会館
　対象／４カ月～10カ月の乳児親子
　　　　※赤ちゃんの首がすわっていること
　定員／15組（要申込）
★親子ふれあい運動広場
　日時／12日（水）　10：30～11：30
　場所／岩上体育館（水口）
　対象／１歳６カ月以上の未就園児とその保護者
　定員／25組（要申込）
　持ち物／体育館シューズ、お茶　など
　参加費／１組200円
★ベビーマッサージ講座
　日時／20日（木）　10：30～11：30
　場所／水口子育て支援センター
　対象／生後２カ月～７カ月児とその保護者
　定員／15組（要申込）
★ママも０歳・パパも０歳おはなし＆ミニコンサート
「わらべうたと小さな音たち」
　日時／15日（土）　10：30～11：30
　場所／甲南図書交流館
　対象／妊産婦とその家族、０歳児赤ちゃんのママ・パパ
　定員／20組（要申込）
★乳幼児おはなし広場（土山）（申込不要）
　日時／13日（木）　10：30～11：00
　場所／土山図書館
　対象／０・１・２歳児とその保護者
★乳幼児おはなし広場（水口）（申込不要）
　日時／25日（火）　10：30～10：50　11：00～11：20
　　　　　　　　　　※同じ内容で２回開催
　場所／水口図書館
　対象／０・１・２歳児とその保護者

★かえで子育て広場
『写真立てに木の実を飾ろう！』
　問・申☎86-4363／ 86-4958
　日時／20日（木）10：30～11：30
　場所／かえで会館
　定員／15組（要申込）
　持ち物／木工ボンド（全員）、木の実、小枝、落ち葉（ある人のみ）
★にんくる子育て広場
『布工作「ミニツリーづくり」』
　問・申☎88-5692／ 88-5696
　日時／21日（金）　10：00～11：30
　場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
　定員／10組（先着順）
　※申込締切：11月14日（金）

＜あかちゃんひろば＞
対象）０～１歳の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 18日（火）

10：00

～

11：30

内）冬の病気についての話
土山 27日（木）
甲賀 21日（金）

甲南 ①  5日（水） 
②21日（金）

対）①6カ月まで
　 ②7カ月～1歳

信楽 6日(木）

＜各子育て支援センター事業＞
事業名 日 時間 対象・内容・持ち物・その他

水
口

あかちゃんルーム 10・17日（月）・
25日（火） 13：30～15：00 対）10日：H26年６月生、17日：H26年７月生、

　 25日：H26年８月生

子育て講習｢親子でヨガ｣ 13日（木） 10：00～11：00 対）H26年１月～H26年５月生まれまでの未就園児と保護者
他）要申込、抽選15組　締切10月30日（木）

土
山

あかちゃんルーム ４日（火） 13：30～15：00 対）おおむね２～７カ月の未就園児と保護者
出前ひろば 18日（火） 11：00～11：30 場）フイランソ土山
講習

「大切にしたい子どものこころ」 20日（木） 10：30～11：30 対）未就園児の保護者　場）開発センター（会議室1B）
他）要申込　先着10人　託児有

甲
賀

あかちゃんルーム ７・28日（金） 10：00～11：30 対）０～１歳まで
出前ひろば 18日（火） 10：00～11：30 対）未就園児と保護者　場）にんくる児童館

子育て講習「手作りおもちゃ」 14日（金） 10：00～11：30
対）平成25年７月～12月生まれの子どもと保護者
内）ペットボトルのポットン作り
持）２Lまたは1.5Lのペットボトル　　他）要申込　先着10組

リフレッシュタイム
「ぬいぐるみ作り」 25日（火） 10：30～11：30 対）未就園児と保護者　他）要申込・先着10組

持）裁縫道具、タオル

甲
南

出前ひろば ４日（火） 10：00～11：30 場）かえで会館
おはなし会 11日（火） 10：45～11：00 ９：30～11：30のオープンルーム内で

あかちゃんルーム 12・19日（水） 13：30～15：00 対）H.26年６月生～H.26年７月生の未就園児とその保護者
持）バスタオル

子育て講習「親子運動あそび」 20日（木） 10：15～11：15
場）甲南青少年研修センター
対）2歳以上の未就園児とその保護者
他）要申込・抽選15組・締切10月28日（火）

信
楽

おじいちゃん・おばあちゃん
とあそぼうひろば 12日（水） 10：00～11：30 対）未就園児と祖父母　内）お絵かきを楽しもう

おとうさんとあそぼうひろば 15日（土） 10：00～11：30 対）未就園児と父親　内）お祭りあそび
他）要申込・抽選・10組締切・11月８日

おはなし会～絵本を楽しもう～ 21日（金） 10：30～11：30 対）１歳６カ月以上の未就園児と保護者
出前ひろば 26日（水） 10：00～11：30 対）小原・多羅尾地区の未就園児と保護者　　場）柞原会館
子育て講習

『子育てリユースタイム』 28日（金） 10：00～11：30 対）未就園児と保護者
他）要申込・先着50組・10月16日申込開始　場）信楽中央公民館

＜ぴょんぴょんひろば＞
対象）１～２歳５カ月の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 11日（火）

10：00

～

11：30

内）冬の病気についての話
土山 12日（水）
甲賀 11日（火） 内）うたあそび

甲南 ①13日（木）
②26日（水）

対）①1歳～1歳8カ月
　 ②1歳9カ月～2歳５カ月

信楽 ①11日(火)
②18日(火)

対）①１歳～１歳８カ月
　 ②１歳９カ月～２歳５カ月

＜キッズランド＞
対象）２歳６か月以上の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 4日（火）

10：00

～

11：30

内）冬の病気についての話
土山 7日（金）

内）さんぽ
持） 親子ともに動きやすい服装・靴・
ベビーカー（弟妹同伴の場合）
他）雨天の場合は室内あそび

甲賀 ４日（火）
甲南 7日（金）
信楽 19日（水）

（
略
字
説
明
）

場：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
日時：開催日・時間
対：対象（年齢などの記載がないものは未就園児とその保護者です）
持：持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　 ※ お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきなど

は必要に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）その他
内：内容

＊ 水口支援セ以外は同内容ですので内容や持ち物その他を統一にあわせ
てください
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＊甲賀市の将来像＊
「人�自然�輝きつづける�あい甲賀」

まちづくりの5つの目標
● 生活の安心感をみんなで育てる
● 自然環境を大切にし、暮らしの豊かさにつなぐ
● 安全で快適な生活の基盤を整え、まちの活力を高める
● 地域の特性を活かし、元気な産業を伸ばす
● たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる

甲賀市総合計画基本構想

編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748−65−0650　 0748−63−4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748−86−8000　 0748−86−8032
◯教育委員会
　☎0748−86−8002　 0748−86−8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748−62−1621　 0748−63−4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748−66−1101　 0748−66−1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748−88−4101　 0748−88−3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748−86−4161　 0748−86−8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748−82−1121　 0748−82−3415
※ 上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

編
集
後
記

　

信
楽
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
愛
パ
ー
ク

で
行
わ
れ
た
親
子
そ
ば
打
ち
体
験
で
、
手

打
ち
そ
ば
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
で
作
業
を
行
う
の
が
一
般
的
で

す
が
、
同
法
人
で
は
、
そ
ば
打
ち
体
験
を

通
し
て
「
心
の
交
流
」
を
し
て
ほ
し
い
と
、

グ
ル
ー
プ
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
そ
ば
は
、
全
員
が
完
食

し
、
楽
し
い
体
験
が
何
よ
り
も
美
味
し
い

味
付
け
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

食
欲
の
秋
で
も
あ
り

ま
す
。
少
し
の
体
重

の
増
減
は
気
に
せ
ず
、

存
分
に
旬
の
食
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

1111月
甲賀市図書館ホームページ　新URL：http://lib.city.koka.lg.jp/

１１月
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

水口図書館 話 休 休 休 休 話 閉 休 休 話 休 休

土山図書館 休 休 休 話 休 休 話 休 休 話 休 休 閉

甲賀図書情報館 話 休 休 休 休 休 休 話 話 閉 休 休

甲南図書交流館 休 休 話 休 休 休 休 話 話 休 休 休 休 休 休 休

信楽図書館 休 休 話 話 休 休 休 休 話 休 休 閉

休 休館日　　　閉 整理のための閉館日　　　話 おはなし会　　　話 乳幼児向けおはなし会

行事予定

甲賀市図書館カレンダー

日 時 内容・備考 場所

映画会
16 日 11:00～ 11:35 ふるるえいがかい「すてきなさんにんぐみ」 甲南図書交流館
16 日 14:00～ 16:35 ふるる日曜名画座「マジェスティック」 甲南図書交流館
23 日 14:00～ 16:05 日曜映画会「マイ・ハート、マイ・ラブ」（一般向け） 甲賀図書情報館

対面朗読
7 金 13:30～ 15:30 対面朗読　＊事前予約要 甲南図書交流館
21 金 13:30～ 15:30 対面朗読　＊事前予約要 甲南図書交流館
15 土 15:00～ 16:00 となりにおいで（絵本読み聞かせ） 信楽図書館

ギャラリー
10/19（日）～11/2（日） 「鉄道写真展　みんなで信楽高原鐵道」 信楽図書館
11/5（水）～11/23（日） 「紫香楽和紙絵はがき展」 信楽図書館
11/28（金）～未定 「男女共同参画フォトコンテスト作品展」 信楽図書館

その他 8 土 10:00～ 18:30 図書館まつり 甲賀図書情報館
※おはなし会の時間や内容、移動図書館の情報については、
　お問い合わせいただくか甲賀市図書館ホームページ（http://lib.city.koka.lg.jp/）をご覧ください。

　終戦まもない昭和２２年、「読書の
力によって、平和な文化国家を作ろ
う」と出版社・取次会社・書店・公
共図書館、そして新聞・放送のマス
コミ機関も加わり１回目の読書週間
が開催され、各地で講演会や本に
関する展示会が開かれたり、読書活
動を紹介する番組が作られました。
　当初１週間であった読書週間は２
回目から１１月３日の文化の日を挟ん
だ２週間となり、今年は６８回目を迎
えます。
　また、読書週間が始まる１０月２７
日は文字・活字文化振興法により
「文字・活字文化の日」に制定さ
れています。 気候も落ち着いた秋
の夜長は読書を楽しむには最適と言
えるでしょう。
　甲賀市図書館は開館１０周年を迎
えました。図書館をより身近に感じ
てもらえるよう、読書週間中の１１月
８日には甲賀図書情報館で「図書館
まつり」を開催します。読書の秋の
一日を「図書館まつり」でお過ごし
ください。
※詳細は広報あいこうか１０月１日号、図書
館ホームページをご覧ください。

ら らい ぶ り ん
１０月２７日～１１月９日は読書週間です

バランスの良い食事とカルシウムで寝たきり予防
　寝たきりになる原因の一つに骨折があります。
健康で長生きをするためには、バランスの良い食
事と、骨の材料となるカルシウムを積極的にとり
入れ、丈夫な骨を維持することが大切です。
　そこで、カルシウムを多く含む牛乳や乳製品を
とり入れた料理講習会「生涯骨太クッキング」を
信楽町で開催しました。
　参加者からは、「調理の工夫次第で牛乳の匂いが
消えた。もっと牛乳を食材として使っていきたい」
などの声が聞かれました。

　今回は、好評だった
「白い麻婆豆腐」のレシ
ピを紹介します。

白い麻婆豆腐 � �材料（４人分）

作り方
①豆腐は２cm角に切る。長ネギ、にんにく、しょうが
はみじん切りにする。

②牛乳とスキムミルクは混ぜ合わせておく。
③フライパンにサラダ油を熱し、①の長ネギ、にんにく、
しょうがを入れ、香りが出たらひき肉を加える。肉
の色が変わったら、Aを加えて炒める。

④豆腐と②を入れひと煮立ちしたら、塩で味をととの
え、Bの水溶き片栗粉を加えてとろみをつける。
⑤器に盛り付け、すりごまとお好みでラー油をかける。

問
い
合
わ
せ

健康推進課　健康政策係
☎６５‐0703／ ６３‐４591

豆腐 １丁
豚ひき肉（赤身） 100g
長ネギ 40g
にんにく・しょうが 各１かけ
サラダ油 大さじ１
牛乳 200ml
スキムミルク 大さじ２

ラー油 適宜
すりごま 大さじ１/２
塩� 少々

A 酒 大さじ１
中華スープの素 小さじ２

B 片栗粉 小さじ２
水 大さじ１と１/２

問
い
合
わ
せ

市立みなくち診療所
☎６２-３３４６／ ６３-１７２８

市立みなくち診療所インフルエンザ予防接種のご案内
○接種期間：１０月２１日（火）～１２月２６日（金）　　○金額：１回　２，６００円
○接種対象・接種日時等
　①予約が必要 

　②予約は不要

※予約は、１０月１５日（水）９時～受付開始。土日祝日を除く９時～１６時に下記までお申し込みください。定員になり次第予約を終
了します。ご了承ください。

※予約は不要ですが、臨時休診の場合がありますので、ご了承ください。

接種時間／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 備考
９時～１１時３０分 ６カ月～中学３年 通常診療時間内

１６時～１６時３０分 小学４年
～１８歳の方

小学４年
～１８歳の方

診療時間外ですので、風邪等の
方と接触する可能性が低いです。

接種時間／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 備考
９時～１２時 １６歳以上の方 通常診療時間内

１４時～１５時３０分 １６歳以上の方 １６歳以上の方１６歳以上の方 通常診療時間内

（
（

18平成 26年 10月15日19 平成 26年 10月15日



問い合わせ ： 甲賀市工業会事務局（商工政策課）☎65‐0709／ 63‐4087

今月の納税等
 市県民税（３期）
 国民健康保険税（７期）
 保育料・幼稚園使用料
 介護保険料（７期）
 後期高齢者医療保険料
 水道料金・簡易水道料金

納期限は
1０月31日（金）です
市税等の納付には、便利な
「口座振替」をご利用くだ
さい。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook�ページ
http://www.facebook.com/city.koka

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

広
報

 あ
い

こ
う

か
 10月

15日
号
 【N
o.224】 2014.10.15 発

行
自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び
石
油
系
成
分
の
少
な
い

植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

主
に
乗
用
車
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に

使
用
す
る
コ
イ
ル
ば
ね
と
、
車
体
の
傾

き
を
抑
え
、
走
行
安
定
性
を
保
つ
ス
タ

ビ
ラ
イ
ザ
の
生
産
を
担
い
、
皆
さ
ん
の

安
全
で
快
適
な
運
転
を
支
え
て
い
ま
す
。

■
信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
を�

　
め
ざ
し
て

多
品
種
を
扱
う
工
場
で
は
、
効
果
的

な
生
産
・
品
質
管
理
体
制
の
も
と
、
長

年
培
っ
た
技
術
と
高
度
な
開
発
力
を
生

か
し
て
高
品
質
な
製
品
を
製
造
し
て
い

ま
す
。

特
に
自
動
車
用
懸
架
ば
ね
は
、
さ
ら
な

る
軽
量
化
を
め
ざ
し
、研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
貢
献

や
環
境
保
全
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
今
後
も
、
最
も
大
切
な
安

全
か
つ
高
品
質
の
製
品
を
提
供
し
、
信

頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

（
ば
ね
生
産
本
部　

 

滋
賀
工
場�

次
長　
奥お

く

村む
ら

治は
る

彦ひ
こ

氏
談
）

当
社
は
、
世
界
ト
ッ
プ
の
ば
ね
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
自
動
車
を
は
じ
め
情
報

通
信
、
産
業
・
生
活
ま
で
幅
広
い
分
野

に
製
品
を
提
供
し
、
様
々
な
産
業
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ニ
ッ
パ
ツ
は
、
滋
賀
工
場
を
は
じ
め
、

横
浜
工
場
な
ど
で
自
動
車
用
懸
架
ば
ね

を
生
産
し
、
全
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
供
給
し
て
お
り
、
現
在
国
内
シ
ェ
ア

ト
ッ
プ
を
誇
り
ま
す
。

お話を伺った奥村次長

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

甲
賀
市
工
業
会
に
加
盟

さ
れ
て
い
る
、
も
の
づ

く
り
企
業
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

甲賀ポン蔵
ⓒ 2008甲賀市工業会

高品質のばねが
安全で快適な運転を支える

ニッパツ（日本発条株式会社）
滋賀工場
http://www.nhkspg.co.jp/

設 立 : 昭和４８年
従業員数 : 約２８０人
所 在 地 : 水口町笹が丘１番地５号
☎ 62‐３１７１／ 62‐９６１２

DATA

私の「であい・こうか八景」

№66

「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。

小
お

川
が わ

　又
ま た

治
じ

（信楽町）［撮影場所：信楽町長野］奥
お く

村
む ら

　和
か ず

弘
ひ ろ

（甲賀町）［撮影場所：水口町高山杣川堤防］
【入選】陶都の山容「信楽焼　丸又窯（秋）」【最優秀賞】びわ湖の源流「春の訪れ」


